
★ マイナ保険証　マイナンバーカードを健康保険証として利用登録したもの。豆ちしき

★メタバース　「メタ（超越した）」と「ユニバース（世界）」を組み合わせた造語で、インターネット上のユーザー間で
コミュニケーションが可能な仮想空間のこと。

豆ちしき

大
綱
質
疑

6
月
定
例
会
で
は
3
会
派
が

大
綱
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

Check！

三
条
市
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
4
号対

象
と
な
る
企
業
の
定
義
と
割
合
に
つ

い
て
伺
う
。

中
小
企
業
基
本
法
に
規
定
す
る
中
小
企

業
、特
に
規
模
が
小
さ
い
小
規
模
企
業

者
も
含
ま
れ
る
。市
内
の
中
小
企
業
の
割
合

は
ほ
ぼ
1
0
0
％
と
認
識
し
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
い
、条
例
制
定

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

不
確
実
性
の
高
い
現
代
社
会
に
お
い

て
、
こ
の
ま
ち
を
支
え
る
中
小
企
業
を

継
続
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
地
域
の
意

思
と
し
て
示
し
た
い
。

条
例
が
制
定
さ
れ
た
場
合
、市
は
ど
の

よ
う
な
動
き
を
し
て
い
く
の
か
。

条
例
の
制
定
を
契
機
に
市
の
取
り
組
み

自
体
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

平
成
19
年
第
５
回
定
例
会
か
ら
中
小
企

業
振
興
条
例
等
の
制
定
を
求
め
て
き
た

が
、理
念
条
例
よ
り
実
態
面
を
捉
え
た
政
策

の
推
進
が
重
要
だ
と
制
定
を
拒
み
続
け
ら
れ

て
き
た
経
過
が
あ
る
。制
定
に
踏
み
切
っ
た

理
由
や
背
景
は
何
か
。

昨
年
制
定
の
三
条
市
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
の

取
り
組
み
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
こ
と

や
、三
条
市
商
工
会
が
発
足
し
、条
例
制
定
の

要
望
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
提
案

し
た
。小

規
模
企
業
者
の
扱
い
は
ど
う
か
。対

象
企
業
者
数
は
ど
う
か
。

中
小
企
業
の
定
義
に
小
規
模
企
業
者
も

含
ま
れ
る
。
市
内
中
小
企
業
者
数
は

4
3
9
6
。
そ
の
う
ち
小
規
模
企
業
者
数
は

3
8
0
1
だ
。

三
条
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

議
第
5
号対

象
と
な
る
事
業
所
と
対
応
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

３
歳
以
上
児
に
係
る
見
直
し
。市
内
４

カ
所
の
事
業
所
は
ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
受
け
入
れ
と
し
て
お
り
影
響
は
な
い
。

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
第
7
号被

保
険
者
証
を
廃
止
し
、マ★
イ
ナ
保
険

証
に
移
行
す
る
こ
と
が
変
更
の
理
由
だ
。移

行
の
現
状
は
ど
う
か
。

三
条
市
の
後
期
高
齢
者
の
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
登
録
を
し
た
人
は
58
・
70
％
、

令
和
６
年
４
月
の
利
用
割
合
は
５
・
02
％
だ
。

　

被
保
険
者
証
の
廃
止
以
降
、マ
イ
ナ
保
険

証
の
登
録
を
し
て
い
な
い
人
に
は
資
格
確
認

書
を
送
付
し
、登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
は
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
を
送
付
す
る
予
定
だ
。

規
約
変
更
で
市
町
村
の
事
務
を
規
定
し

た
別
表
１
が
削
除
さ
れ
る
。市
町
村
の

後
期
高
齢
者
医
療
の
事
務
は
今
後
ど
う
な
る

の
か
。市

町
村
の
事
務
は
、高
齢
者
の
医
療
の

確
保
に
関
す
る
法
律
等
に
よ
っ
て
こ
れ

ま
で
通
り
継
続
さ
れ
る
。

令
和
６
年
度

三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

10
号メ★

タ
バ
ー
ス
空
間
を
活
用
す
る
た
め
の

人
材
と
活
用
方
法
を
伺
う
。

東
京
都
の
㈱
Ｄ
Ｎ
Ｐ
コ
ア
ラ
イ
ズ
か
ら

人
材
を
派
遣
、誰
で
も
参
加
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
の
提
供
を
行
う
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、耐
震
改
修
に

つ
い
て
増
額
の
要
旨
を
伺
う
。

当
初
想
定
よ
り
件
数
が
増
加
、今
後
も
増

加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
補
正
を
お
願
い

す
る
。

未
来
の
学
校
検
討
委
員
を
増
員
す
る
経

過
に
つ
い
て
伺
う
。

20
人
程
度
を
想
定
し
て
い
た
。学
校
運

営
協
議
会
な
ど
を
全
学
区
で
組
織
し
て

お
り
、こ
れ
を
基
に
一
層
丁
寧
な
議
論
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
増
員
を
お
願
い
す
る
。

メ
タ
バ
ー
ス
を
通
じ
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
形
成
を
先
駆
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
は
あ
る
の
か
。

鳥
取
県
や
神
奈
川
県
横
須
賀
市
が
あ
る
。

地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
を
活
用
す
る

の
は
今
回
で
３
人
目
だ
が
、今
後
も
活

用
し
て
い
く
の
か
。

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
。

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て

（
令
和
６
年
度

三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

報
第
4
号令

和
６
年
度
か
ら
新
た
に
市
民
税
非
課

税
ま
た
は
均
等
割
と
な
る
世
帯
に
対
し

10
万
円
、18
歳
以
下
児
童
１
人
当
た
り
５
万

円
給
付
と
な
る
が
対
象
世
帯
数
と
児
童
数
に

つ
い
て
伺
う
。

対
象
世
帯
は
1
4
0
0
世
帯
、児
童
数

は
1
5
0
人
、令
和
６
年
10
月
31
日
ま

で
の
出
生
児
が
対
象
。

討
論

TOURON

議
案
に
対
し
て

　
　
意
見
を
主
張
し
ま
す
。

討
論
日
本
共
産
党
議
員
団

議
第
７
号　

【
反
対
】

　

議
案
は
、現
行
の
被
保
険
者
証
を
令
和
６

年
12
月
２
日
に
廃
止
し
、以
降
被
保
険
者
証

は
発
行
さ
れ
な
く
な
る
た
め
、規
約
を
変
更

す
る
も
の
だ
。

　

大
綱
質
疑
で
、現
在
三
条
市
で
後
期
高
齢

者
の
被
保
険
者
証
の
う
ち
、マ★
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
登
録
を
し
た
人
は
58
・
70
％
、医
療
機

関
で
の
利
用
割
合
は
、５
・
02
％
と
い
う
答
弁

が
あ
っ
た
。こ
の
こ
と
は
、廃
止
ま
で
半
年
な

い
短
期
間
で
、マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い

半
数
近
く
の
市
民
に
マ
イ
ナ
保
険
証
を
取
得

さ
せ
、医
療
機
関
で
の
利
用
率
の
向
上
を
三

条
市
に
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
が
マ
イ
ナ
保

険
証
や
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
で

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
か
を
調
査
し
た
結
果
、

約
６
割
の
医
療
機
関
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、

ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
方
法
は
、「
現
行
の
健
康

保
険
証
で
確
認
し
た
」4
3
0
0
件
、「
資
格

が
確
認
で
き
ず
10
割
負
担
を
患
者
に
請
求
し

た
」7
5
3
件
と
発
表
し
、「
現
行
の
健
康
保

険
証
を
残
す
べ
き
」、「
延
期
す
べ
き
」を
合
わ

せ
９
割
を
超
え
た
と
い
う
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
申
請
す
る
こ
と
自
体
が

困
難
な
人
、持
ち
た
く
な
い
人
に
も
押
し
付

け
、任
意
で
あ
る
は
ず
の
カ
ー
ド
取
得
が
強

制
さ
れ
、国
民
皆
保
険
の
理
念
に
逆
行
す
る

も
の
だ
。

　

不
安
や
懸
念
も
払ふ
っ

拭し
ょ
くせ
ず
、拙
速
に
現
行

の
保
険
証
廃
止
を
進
め
る
こ
と
は
、不
安
と

混
乱
を
招
く
。

　

現
行
の
被
保
険
者
証
廃
止
を
前
提
に
し
た

こ
の
議
案
に
は
反
対
。

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
!

一
般
質
問

6
月
定
例
会

西
村
邦
明
議
員
の
質
問

長
橋
一
弘
議
員
の
質
問

馬
場
博
文
議
員
の
質
問

野
嵜
久
雄
議
員
の
質
問

岡
田
竜
一
議
員
の
質
問

酒
井
健
議
員
の
質
問

武
藤
元
美
議
員
の
質
問

白
鳥
賢
議
員
の
質
問

燕
幸
男
議
員
の
質
問

岡
本
康
佑
議
員
の
質
問

坂
井
良
永
議
員
の
質
問

内
山
信
一
議
員
の
質
問

竹
山
嘉
一
議
員
の
質
問

小
林
誠
議
員
の
質
問

大
地
震
の
備
え
は
大
丈
夫
か
。こ
の

ま
ま
で
市
民
の
安
全
は
守
れ
る
か
。

な
ぜ
地
震
対
応
型
防
災
訓
練
を
実
施
し

な
い
の
か
。

水
害
と
震
災
で
は
初
動
の
対
応
に
異
な

る
部
分
は
あ
る
が
、情
報
伝
達
や
災
害

時
の
要
援
護
者
の
支
援
な
ど
、主
要
な
部
分
は

共
通
す
る
。水
害
対
応
の
訓
練
を
着
実
に
実
施

し
、ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
認
、継
承
に
努
め
て
い
る
。

令
和
３
年
度
に
お
い
て
、水
道
管
の
約

90
％
は
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
。大
地

震
が
起
き
た
ら
水
道
が
使
え
な
く
な
る
が
、

ど
の
よ
う
に
耐
震
化
を
進
め
て
い
く
の
か
。

水
道
管
路
の
耐
震
化
に
は
国
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
。日
本
水
道
協
会
等
を
通

じ
て
、財
政
支
援
の
強
化
を
国
土
交
通
省
へ

積
極
的
に
要
望
す
る
。

大
地
震
で
消
火
栓
が
使
え
な
い
場
合
、

ど
う
対
処
す
る
の
か
。

最
寄
り
の
防
火
水
槽
や
河
川
、用
水
等

の
自
然
水
利
の
ほ
か
、学
校
等
の
プ
ー

ル
な
ど
を
利
用
し
、消
火
栓
の
み
に
偏
る
こ

と
な
く
、防
火
水
槽
の
設
置
を
含
め
て
検
討

し
て
い
る
。

大
谷
ダ
ム
上
流
域
の
整
備
は
ど
う
か
。

一
部
の
治
山
工
事
等
が
着
手
さ
れ
て
い

る
が
、大
雨
時
に
今
も
水
が
濁
り
や
す

い
こ
と
か
ら
、荒
廃
対
策
の
推
進
を
要
望
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

三
条
・
栄
・
下
田
合
併
20
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て

来
年
度
、合
併
20
周
年
記
念
事
業
は
行

わ
れ
る
の
か
。

三
条
市
が
さ
ら
に
前
に
進
ん
で
い
く
こ

と
を
市
民
の
皆
様
と
祝
い
、対
外
的
に

発
信
で
き
る
機
会
を
設
け
た
い
。

西
村
邦
明
議
員
の
質
問

長
橋
一
弘
議
員
の
質
問

馬
場
博
文
議
員
の
質
問

野
嵜
久
雄
議
員
の
質
問

岡
田
竜
一
議
員
の
質
問

酒
井
健
議
員
の
質
問

武
藤
元
美
議
員
の
質
問

白
鳥
賢
議
員
の
質
問

燕
幸
男
議
員
の
質
問

岡
本
康
佑
議
員
の
質
問

坂
井
良
永
議
員
の
質
問

内
山
信
一
議
員
の
質
問

竹
山
嘉
一
議
員
の
質
問

小
林
誠
議
員
の
質
問

三
条
市
に
対
す
る
住
民
訴
訟
に
つ

い
て以

下
に
つ
い
て
質
問
。

•
5
0
0
0
万
円
の
一
者
随
意
契
約
は
問
題

な
い
の
か
。

•
な
ぜ
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
選
択
し
な
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